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【手続補正書】
【提出日】令和3年2月19日(2021.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　同じ処理条件を維持しながら、アントラキノン化合物を添加せずに実施例４に記載の通
りに正確にＰＥＦポリマーを調製した。得られたポリマーの数平均分子量は８９００ｇ／
モルであることが分かった。
　実施例４で得られたＰＥＦポリマーのより大きい数平均分子量及び比較例Ｃで得られた
より小さい分子量は、共触媒及び／又は安定剤としてのアントラキノン化合物の有効性を
明確に示した。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
　以上、本発明を要約すると下記のとおりである。
１．ａ）フランジカルボン酸ジアルキルエステルと、エチレングリコール、１，３－プロ
パンジオール、１，４－ブタンジオール、１，４－シクロヘキサンジメタノール、又はこ
れらの混合物を含むジオールと、金属触媒とを含有する混合物を、約１４０℃～約２２０
℃の範囲の温度で接触させてプレポリマーを形成する工程であって、
前記フランジカルボン酸ジアルキルエステル対前記ジオールのモル比が１：１．３～１：
２．２の範囲である工程；
ｂ）減圧下で前記プレポリマーを約２２０℃～約２６０℃の範囲の温度に加熱して重縮合
を行ってポリ（アルキレンフランジカルボキシレート）ポリマーを形成する工程；並びに
ｃ）構造Ａ：
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【化１６】

（式中、各Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ＮＨＣＯＣＨ３、ＳＯ２ＮＨＣ６Ｈ１

１からなる群から独立して選択され、各Ｑ、Ｙ、及びＺは、Ｈ、ＯＨ、ＮＨ２、及びＮＨ
Ｒ’から独立して選択され、Ｒ’はシクロヘキシル又は置換アリールである）で表される
少なくとも１種のアントラキノン化合物を工程ａ）及び／又は工程ｂ）に独立して添加す
る工程；
を含む方法であって、
工程ｂ）における重縮合速度が、前記アントラキノン化合物が存在しない場合よりも前記
アントラキノン化合物が存在する場合で速い方法。
２．前記フランジカルボン酸ジアルキルエステルが２，５－フランジカルボキシレートジ
メチルエステルである、上記１に記載の方法。
３．前記ジオールが１，３－プロパンジオールであり、前記ポリ（アルキレンフランジカ
ルボキシレート）ポリマーがポリ（トリメチレンフランジカルボキシレート）である、上
記１に記載の方法。
４．前記ジオールがエチレングリコールであり、前記ポリ（アルキレンフランジカルボキ
シレート）ポリマーがポリ（エチレンフランジカルボキシレート）である、上記１に記載
の方法。
５．前記ジオールが１，４－ブタンジオールであり、前記ポリ（アルキレンフランジカル
ボキシレート）ポリマーがポリ（ブチレンフランジカルボキシレート）である、上記１に
記載の方法。
６．前記金属触媒が、少なくとも１種のチタン、ビスマス、ジルコニウム、スズ、アンチ
モン、ゲルマニウム、アルミニウム、コバルト、マグネシウム、又はマンガンの化合物を
含む、上記１に記載の方法。
７．前記金属触媒が、前記ポリマーの総重量基準で約２０ｐｐｍ～約３００ｐｐｍの範囲
の濃度で前記混合物中に存在する、上記１に記載の方法。
８．前記アントラキノン化合物が、前記ポリマーの総重量を基準として約１ｐｐｍ～約２
０ｐｐｍの範囲の濃度で前記混合物中に存在する、上記１に記載の方法。
９．前記アントラキノン化合物が、前記ポリマーの総重量を基準として約１ｐｐｍ～約２
０ｐｐｍの範囲の濃度で前記プレポリマー中に存在する、上記１に記載の方法。
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１０．前記アントラキノン化合物が、１，４－ビス［（２，４，６－トリメチルフェニル
）アミノ］アントラセン－９，１０－ジオンである、上記１に記載の方法。
１１．ｄ）工程ｃ）から得られた前記ポリ（アルキレンフランジカルボキシレート）ポリ
マーを約１００℃～約１５０℃の範囲の温度で結晶化して、結晶化したポリ（アルキレン
フランジカルボキシレート）ポリマーを得る工程；
を更に含む、上記１に記載の方法。
１２．ｅ）前記結晶化したポリ（アルキレンフランジカルボキシレート）ポリマーを、前
記ポリマーの融点よりも５～２５℃低い温度で固体状態で重合させる工程；
を更に含む、上記１１に記載の方法。
１３．構造Ａのアントラキノン化合物が前記固体状態で重合させる工程ｅ）で添加される
、上記１２に記載の方法。
１４．工程ｅ）における前記固体状態での重合速度が、前記アントラキノン化合物が存在
しない場合よりも前記アントラキノン化合物が存在する場合で速い、上記１３に記載の方
法。
１５．前記方法がバッチ式、半連続式、又は連続式である、上記１に記載の方法。
１６．上記３に記載の方法により得られるポリ（トリメチレンフランジカルボキシレート
）。
１７．上記４に記載の方法により得られるポリ（エチレンフランジカルボキシレート）。
１８．上記５に記載の方法により得られるポリ（ブチレンフランジカルボキシレート）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）フランジカルボン酸ジアルキルエステルと、エチレングリコール、１，３－プロパ
ンジオール、１，４－ブタンジオール、１，４－シクロヘキサンジメタノール、又はこれ
らの混合物を含むジオールと、金属触媒とを含有する混合物を、約１４０℃～約２２０℃
の範囲の温度で接触させてプレポリマーを形成する工程であって、
前記フランジカルボン酸ジアルキルエステル対前記ジオールのモル比が１：１．３～１：
２．２の範囲である工程；
ｂ）減圧下で前記プレポリマーを約２２０℃～約２６０℃の範囲の温度に加熱して重縮合
を行ってポリ（アルキレンフランジカルボキシレート）ポリマーを形成する工程；並びに
ｃ）構造Ａ：
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【化１】

（式中、各Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ＮＨＣＯＣＨ３、ＳＯ２ＮＨＣ６Ｈ１

１からなる群から独立して選択され、各Ｑ、Ｙ、及びＺは、Ｈ、ＯＨ、ＮＨ２、及びＮＨ
Ｒ’から独立して選択され、Ｒ’はシクロヘキシル又は置換アリールである）で表される
少なくとも１種のアントラキノン化合物を工程ａ）及び／又は工程ｂ）に独立して添加す
る工程；
を含む方法であって、
工程ｂ）における重縮合速度が、前記アントラキノン化合物が存在しない場合よりも前記
アントラキノン化合物が存在する場合で速い方法。
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